
第 5 週をピークに減少を続けていたインフルエンザの報告数は、第１０週は患者数７６８人（定点当

１４．４９人）となり、前週より２４５人増加しました。第１０週に学級閉鎖等を行った施設数は小学校

延べ１４施設で、そのうち初めて施設閉鎖をしたのは５施設であり、９施設は再発になっています。 

区別の内訳は麻生区９施設、宮前区２施設、高津区２施設、中原区１施設です。３月６日現在のインフル

エンザウイルスの分離状況はＡソ連型８９件（６６．４％）、Ａ香港型３６件（２６．９％）、Ｂ型９件（６．

７％）となっていますが、第１０週に分離された検体数６件では、A ソ連型２件、B 型４件と B 型の分

離割合が多くなりました。シーズン後半になって B 型の流行が報告されるようになってきています。 

通常、インフルエンザは感染している人の咳やくしゃみ等の飛沫を吸い込むことで感染します。 

ひとりひとりが予防法を実践し、感染と流行の拡大を防ぎましょう。 

 
 

 

 

 

 

平成２１年３月２日（月）～３月８日（日）〔平成２１年第１０週〕の感染症発生状況 
第１０週で報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ、２）感染性胃腸炎、３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の順となっ

ています。4週連続で減少していたインフルエンザの報告数が増加し、流行発生注意報基準値（定点当り１０人）を再び超えま
した。インフルエンザの発生動向にはしばらく注意が必要です。 

発行 川崎市健康福祉局疾病対策課・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

インフルエンザ発生状況（３年間）
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感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 
 

   

       

  

 

 

 

  

  

 

       

                   

今、何の病気が流行しているか！ 

第１０週報告数第１位 

みんなで心がけよう！せきエチケット！！～病気をうつさない思いやり～ 
 

せきをするときは、人から離れ、口や鼻をティッシュやハンカチで押さえるようにして、ウイルス等

が飛散しないように心がけましょう。  《あとで手洗いも忘れずに！》 
 

★★★ インフルエンザの予防のポイント★★★ 
 

①外出から帰ったら手を洗い、うがいをしましょう。 

②外出する時は、マスクを着用しましょう。 

③不必要な外出はやめて、できるだけ人ごみを避けましょう。 

④加湿をしましょう。 

⑤十分な休養とバランスの良い食事をとり、健康管理 

 に気をつけましょう。 

インフルエンザ報告数ふたたび増加！学級閉鎖数も増加中！！ 

第１０週報告数第２位 


